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日
本
水
道
鋼
管
協
会
は
さ

き
ご
ろ
、「
Ｗ
Ｓ
Ｐ
講
演
会
」

を
都
内
で
開
催
し
た
。「
水

道
の
未
来
、
大
規
模
災
害
に

備
え
る
～
強
靱
な
水
道
を
目

指
し
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
師
に
名
倉
良
雄
・
厚
生
労

働
省
水
道
課
長
、丸
山
喜
久
・

千
葉
大
学
大
学
院
教
授
を
招

い
た
。
協
会
か
ら
も
技
術

サ
ー
ビ
ス
委
員
会
が
規
格
改

正
な
ど
技
術
開
発
の
取
り
組

み
を
説
明
し
、
会
場
に
は
各

工
法
や
鋼
管
製
品
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
展
示
も
設
け
た
。

　

過
去
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
中
止
し
て
お
り
、
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。
近

隣
事
業
体
職
員
や
会
員
企
業

関
係
者
ら
お
よ
そ
80
人
が
参

加
。
冒
頭
、
同
協
会
の
佐
々

木
史
朗
・
専
務
理
事
は
あ
い

さ
つ
で
、
自
然
災
害
が
頻
発

化
・
大
型
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
、
水
道
施
設
の
強
靱
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
「
施
設
の
耐
震
化
や
更

新
、
防
災
・
減
災
、
そ
し
て

事
業
の
強
靱
化
の
参
考
に
な

れ
ば
」
と
期
待
し
た
。

　

講
演
会
テ
ー
マ
と
同
じ
演

題
で
登
壇
し
た
名
倉
課
長

は
、
水
道
を
取
り
巻
く
最
近

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
。
ま

ず
、
水
道
行
政
の
他
省
へ
の

移
管
に
つ
い
て
触
れ
、「
水

質
基
準
の
策
定
は
環
境
省
、

そ
れ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
が
国

交
省
な
の
で
、
水
道
事
業
体

や
関
係
企
業
は
国
交
省
と
の

や
り
取
り
に
な
る
。
来
年
の

通
常
国
会
に
関
係
法
案
が
提

出
さ
れ
、
令
和
６
（
２
０
２

４
）
年
度
に
移
管
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
」
と
説
明
し
た
。

　

名
倉
課
長
は
適
切
な
資
産

管
理
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
２
０
０
８
～
17
年
の
過

去
10
年
間
の
投
資
額
の
平
均

が
１
・
１
兆
円
で
あ
る
の
に

対
し
、
２
０
１
８
～
48
年
の

将
来
30
年
間
に
わ
た
っ
て
単

純
更
新
を
行
っ
た
場
合
の
更

新
費
の
平
均
が
１
・
６
兆
円

と
な
る
試
算
を
例
示
。
水
道

台
帳
を
作
成
し
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
や
管
網
の
整
理
統
合

に
よ
る
余
剰
資
産
の
整
理
を

行
う
こ
と
で
、
将
来
の
更
新

費
や
修
繕
費
の
削
減
が
期
待

で
き
る
と
し
た
。
ま
た
、
和

歌
山
市
で
の
水
管
橋
崩
落
事

故
を
挙
げ
「
下
に
人
が
い
れ

ば
亡
く
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。
水
道
事
業
体
の
責

任
に
な
る
。
点
検
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
重
大
な
事
態

に
な
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
予
防
保
全
の

た
め
、
自
分
が
ど
う
い
う
施

設
を
持
っ
て
い
て
ど
う
管
理

し
て
い
く
か
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。

　

丸
山
教
授
は
「
近
年
の
自

然
災
害
時
に
お
け
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
施
設
の
機
能
支
障
」

と
題
し
て
講
演
。
熊
本
地
震

や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、

房
総
半
島
台
風
な
ど
を
例
に

近
年
の
自
然
災
害
の
際
の
水

道
被
害
を
解
説
。
都
市
ガ
ス

の
地
震
防
災
対
策
に
つ
い
て

も
紹
介
し
た
。
こ
の
中
で
、

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
に

関
し
て
、
管
種
別
、
老
朽

管
（
法
定
耐
用
年
数
40
年
を

超
過
し
て
い
る
管
）、
経
年

管
（
布
設
か
ら
20
年
を
超
過

し
て
い
る
管
）
の
被
害
率
を

示
し
、
鋼
管
と
塩
ビ
管
に
つ

い
て
布
設
年
度
が
被
害
率
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
指

摘
。
適
切
な
時
期
で
管
路
を

更
新
し
、
耐
震
性
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
し

た
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
の

胆
振
東
部
地
震
で
ど
の
よ
う

に
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
至
っ

た
か
を
解
説
し
つ
つ
、
浄
水

場
・
配
水
場
な
ど
の
停
電
対

策
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　

日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
異
形
管

工
業
会
は
こ
の
ほ
ど
、
日
本

水
道
会
館
で
広
報
委
員
会
主

催
の
研
修
会
を
開
い
た
。
日

本
水
道
協
会
か
ら
二
宗
史

憲
・
総
務
部
総
務
課
総
務
係

長
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
、

同
協
会
発
行
の
「
地
震
等
緊

急
時
対
応
の
手
引
き
」
に
つ

い
て
解
説
。
講
演
後
は
、
本

郷
に
あ
る
東
京
都
水
道
歴
史

館
で
見
学
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
山
本
直
樹
・
専
務

理
事
は
、「
水
道
事
業
体
が

取
り
組
む
自
然
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と

も
に
、
東
京
の
水
道
シ
ス
テ

ム
や
施
設
の
歴
史
を
振
り
返

る
こ
と
で
今
後
の
事
業
の
参

考
や
意
欲
向
上
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
研
修
会

の
趣
旨
を
語
っ
た
。

　

講
演
で
二
宗
係
長
は
ま

ず
、
水
道
に
お
け
る
危
機
事

象
を
自
然
災
害
（
震
災
、
風

水
害
、
渇
水
）、
事
故
（
水

質
事
故
、
管
路
事
故
、
設
備

事
故
、
テ
ロ
）
に
分
類
。
東

日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど

で
の
水
道
施
設
の
被
害
状
況

を
紹
介
し
た
。

　

自
然
災
害
の

傾
向
が
変
化
す

る
な
か
、
災
害

対
応
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
再

検
討
が
重
ね
ら

れ
た
。
二
宗
係

長
は
熊
本
地
震

や
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
な
ど

近
年
の
災
害
に

お
い
て
受
援
体

制
確
立
の
重
要

性
や
中
継
・
支

援
拠
点
の
活

用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
デ
マ
対

応
、
広
域
災
害
時
の
支
援
の

あ
り
方
、
情
報
伝
達
や
適
切

な
応
急
給
水
の
割
り
当
て
な

ど
に
関
す
る
教
訓
が
あ
っ
た

と
話
し
、
教
訓
・
知
見
に
基

づ
い
て
２
０
２
０
年
４
月
に

改
訂
さ
れ
た
「
地
震
等
緊
急

時
対
応
の
手
引
き
」
の
要
点

を
説
明
し
た
。

　

手
引
き
の
内
容
の
う
ち
、

情
報
連
絡
体
制
に
つ
い
て
、

被
災
か
ら
支
援
ま
で
の
情
報

の
流
れ
を
解
説
。
ま
た
、
情

報
連
絡
時
の
心
が
け
と
し

て
「
情
報
の
速
度
と
精
度
は

ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ

る
。
発
災
初
期
は
情
報
精
度

が
低
い
こ
と
を
前
提
に
ま
ず

は
支
部
内
で
連
絡
体
制
を
確

立
し
、
徐
々
に
精
度
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と

語
っ
た
。
応
援
体
制
に
つ
い

て
は
、
地
震
を
例
に
挙
げ
て

震
度
ご
と
の
応
援
事
業
体
が

と
る
べ
き
準
備
態
勢
に
つ
い

て
説
明
し
た
ほ
か
、
広
域
調

整
隊
、
先
見
調
査
隊
、
現
地

調
整
隊
と
い
っ
た
初
動
支
援

の
ス
キ
ー
ム
体
制
を
解
説
し

た
。

　

ま
た
、
近
年
の
応
援
活
動

と
し
て
医
療
機
関
や
学
校
施

設
へ
給
水
を
行
っ
た
事
例
を

紹
介
。
大
規
模
災
害
時
に
は

必
ず
病
院
や
社
会
福
祉
施
設

な
ど
へ
の
給
水
が
焦
点
と
な

り
、
各
方
面
か
ら
大
き
な
期

待
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か

る
と
い
っ
た
教
訓
を
挙
げ
、

「
応
援
活
動
は
プ
ル
型
支
援

で
あ
り
、
被
災
事
業
体
か
ら

の
要
請
が
全
て
の
基
点
と
な

る
」
と
早
期
の
応
援
要
請
や

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
づ

く
り
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
継
水
道
事

業
体
や
支
援
拠
点
水
道
事
業

体
、
関
係
団
体
と
の
災
害
時

協
定
と
い
っ
た
応
援
活
動
を

支
援
す
る
仕
組
み
、
災
害
時

の
現
地
に
お
け
る
組
織
例
、

費
用
負
担
の
考
え
方
や
、
支

援
メ
ニ
ュ
ー
と
い
っ
た
手
引

き
に
記
載
の
各
項
目
の
説
明

も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
二
宗
係
長
は
和
歌

山
市
で
の
水
管
橋
崩
落
事
故

に
つ
い
て
触
れ
、「
管
メ
ー

カ
ー
が
在
庫
を
融
通
し
て
く

れ
た
お
か
げ
で
早
期
の
復
旧

工
事
が
手
配
で
き
た
。
災
害

や
事
故
へ
の
円
滑
な
対
応
に

は
、
民
間
と
の
連
携
が
不
可

欠
」
と
話
し
、
会
員
企
業
ら

へ
今
後
も
引
き
続
き
協
力
し

て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
掛
け

た
。

　

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め

の
日
本
下
水
道
産
業
連
合
会

（
Ｆ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
、
会
長
＝
野

村
喜
一
・
日
水
コ
ン
会
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
日
水
コ
ン
会

議
室
で
第
13
回
理
事
会
を
開

い
た
。
入
会
審
査
、
規
則
の

改
正
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
事

業
の
業
務
委
託
に
つ
い
て
審

議
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交

通
省
と
の
意
見
交
換
会
、
自

民
党
有
志
議
員
と
の
勉
強
会

へ
の
出
席
状
況
や
総
務
委
員

会
、
企
画
委
員
会
の
活
動
状

況
な
ど
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

入
会
審
査
で
は
、
正
会
員

に
シ
ュ
ア
・
テ
ク
ノ
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
賛
助
会
員

に
長
島
鋳
物
の
入
会
が
承

認
。
理
事
会
時
点
で
の
会
員

数
は
53
会
員
と
な
っ
た
。

　

野
村
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
６
月
の
「
設
立
お
よ
び

活
動
報
告
会
」、
８
月
の
下

水
道
展
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
に
つ
い
て
報
告
し
、「
国

会
議
員
に
は
本
連
合
会
に
つ

い
て
の
認
識
を
新
た
に
し
て

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い

る
」
と
し
た
。
ま
た
、「
厳

し
い
社
会
情
勢
に
負
け
ず

に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
着

実
に
進
め
て
い
く
」
と
語
っ

た
。

　

―
山
越
さ
ん
は
、
地
域
協

会
の
会
員
と
し
て
は
最
初
に

特
殊
ア
イ
ス
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

製
造
機
（
製
氷
機
）
を
導
入

し
、
同
じ
年
に
中
部
地
域
協

会
を
立
ち
上
げ
た
そ
う
で
す

ね
。

　

相
澤
会
長　

東
亜
グ
ラ
ウ

ト
工
業
の
大
岡
伸
吉
社
長

（
当
時
）
か
ら
お
声
掛
け
を

い
た
だ
き
、
２
０
１
３
年
に

国
内
で
２
機
目
の
製
氷
機
を

英
国
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

　

中
部
地
域
協
会
の
会
員
数

は
現
在
14
社
で
、
エ
リ
ア
内

で
は
全
て
の
県
で
実
績
を
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
賀

市
な
ど
毎
年
定
期
的
に
洗
浄

の
ご
依
頼
を
い
た
だ
く
〝
リ

ピ
ー
タ
ー
〟
の
自
治
体
を
通

じ
て
、
中
部
エ
リ
ア
に
限
ら

ず
、
全
国
的
に
も
認
知
度
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。

　

当
初
は
、
下
水
の
圧
送
管

の
洗
浄
が
中
心
で
し
た
が
、

最
近
は
、
水
道
の
件
数
が
上

回
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

名
古
屋
市
上
下
水
道
局
か
ら

「
配
水
管
内
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

工
法
」
と
し
て
、
性
能
確
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ

１
年
の
審
査
期
間
を
経
て
、

よ
う
や
く
届
い
た
通
知
書
の

日
付
を
見
る
と
、
驚
い
た
こ

と
に
「
９
月
６
日
」
と
あ
り

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は

私
と
田
中
局
長
の
誕
生
日

で
、
待
望
の
通
知
に
喜
び
も

３
倍
で
し
た
。

　

名
古
屋
市
で
性
能
確
認
を

受
け
て
い
る
工
法
は
、
Ｔ
Ｓ

工
法
と
ア
イ
ス
ピ
グ
工
法
の

２
つ
だ
け
で
す
。
い
ず
れ
も

当
社
で
手
掛
け
て
い
る
工
法

で
す
が
、
多
く
の
申
請
要
件

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

の
積
み
上
げ
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　

水
道
分
野
で
の
実
績
が
伸

び
て
い
る
の
は
、
２
０
１
９

年
度
の
「
第
３
回
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
」
で
厚

生
労
働
省
か
ら
技
術
開
発
部

門
の
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た

反
響
が
大
き
い
で
す
ね
。
も

と
も
と
英
国
で
は
水
道
管
路

の
洗
浄
を
目
的
に
開
発
さ
れ

た
工
法
で
す
の
で
、
本
領
が

認
め
ら
れ
た
と
い
う
点
で
、

受
賞
の
意
義
は
非
常
に
大
き

い
と
思
い
ま
す
。　

　

田
中
事
務
局
長　

相
澤
会

長
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
一
度
洗
浄
し
た
ら
終

わ
り
で
は
な
く
、
汚
れ
た
ら

そ
の
都
度
洗
う
と
い
う
の
が

本
来
の
使
い
方
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
既
に
採
用
を
い
た

だ
い
て
い
る
自
治
体
も
含
め

て
、
今
後
は
維
持
管
理
手
法

と
し
て
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

―
ア
イ
ス
ピ
グ
が
「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
」
の
工
法
だ
と
言

わ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

　
田
中
　
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
大
賞
の
受
賞
コ
メ
ン

ト
を
読
む
と
、
そ
の
理
由
が

よ
く
分
か
り
ま
す
。
ア
イ
ス

ピ
グ
は
、「
従
来
除
去
で
き

な
か
っ
た
伏
越
部
に
溜
ま
っ

た
夾
雑
物
も
管
外
へ
排
出
が

出
来
る
唯
一
の
技
術
」
だ
か

ら
で
す
。

　

ア
イ
ス
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

は
、
異
物
を
掻
き
取
る
の
と

同
時
に
、
中
に
取
り
込
ん
で

運
び
出
す
搬
出
能
力
・
運
搬

能
力
が
優
れ
て
い
る
の
で
、

ピ
グ
が
通
過
し
た
後
に
管
内

に
汚
れ
が
残
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
展
示
会
な
ど
の
デ

モ
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
鉄
ア
レ

イ
を
垂
直
に
持
ち
上
げ
る
力

が
あ
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
洗

浄
工
法
の
中
で
も
ア
イ
ス
ピ

グ
だ
け
で
す
。

　
相
澤
　
当
社
は
、
ア
イ
ス

ピ
グ
も
Ｔ
Ｓ
工
法
も
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

工
法
を
う
ま
く
使
い
分
け
る

こ
と
で
、
汚
れ
の
悩
み
に
最

適
な
解
決
法
を
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
田
中

　
特
に
厄
介
な
の

は
、
水
よ
り
も
重
い
た
め
管

底
に
堆
積
し
て
し
ま
う
夾
雑

物
で
す
。
例
え
ば
、
都
市
部

に
特
有
な
シ
ー
ル
コ
ー
ト
の

剥
離
片
や
、
地
下
水
を
水
源

に
し
て
い
る
地
域
に
見
ら
れ

る
マ
ン
ガ
ン
な
ど
に
も
ア
イ

ス
ピ
グ
は
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。こ
れ
も
、ア
イ
ス
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
が
、
管
の
内
面
を
傷

つ
け
ず
に
汚
れ
を
擦
り
取
る

能
力
に
優
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。

　

―
ま
す
ま
す
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
ア
イ
ス
ピ
グ
で
す

が
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
相
澤

　
民
間
の
工
場
配
管

に
は
、
隠
れ
た
ニ
ー
ズ
が
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
し
、
農
業
用
水
な
ど
の
分

野
も
開
拓
の
余
地
は
十
分
に

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
に
つ
い
て
は
、
名

古
屋
市
を
足
掛
か
り
に
、
各

県
の
主
要
な
都
市
で
の
採
用

を
目
指
し
た
い
で
す
。
８
月

に
名
古
屋
市
で
２
回
目
の
洗

浄
を
し
た
際
に
は
、
夜
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
市

の
職
員
の
方
が
見
学
に
い
ら

し
て
い
ま
し
た
。
結
果
も
良

か
っ
た
の
で
、
他
都
市
へ
の

Ｐ
Ｒ
に
も
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
田
中
　
自
治
体
の
方
か
ら

は
、「
車
の
台
数
や
車
両
の

大
き
さ
を
も
う
少
し
コ
ン
パ

ク
ト
に
で
き
る
と
い
い
な
」

と
い
う
事
を
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
市
街
地
の
交
通
量
が
多

い
と
こ
ろ
、
山
間
部
の
道
幅

が
狭
い
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
に

お
い
て
も
、
少
な
い
ス
ペ
ー

ス
で
作
業
が
で
き
れ
ば
、
断

水
時
間
・
作
業
時
間
が
短
い

と
い
う
強
み
に
加
え
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ス
ト
面
で
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
相
澤

　
世
界
的
に
環
境
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
な
か
で
、
薬
品
を
使
わ
ず

環
境
に
や
さ
し
い
ア
イ
ス
ピ

グ
は
、
時
代
を
先
取
り
し
た

エ
コ
技
術
だ
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
の
下
水
道
展
で
は
、

お
披
露
目
も
兼
ね
て
コ
ン
パ

ク
ト
化
し
た
国
産
の
製
氷
機

を
使
っ
た
デ
モ
を
し
て
い
ま

し
た
。
現
状
で
は
、
名
古
屋

市
も
夜
間
施
工
が
基
本
で
す

が
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
が
実
現

で
き
れ
ば
昼
間
の
提
案
も
で

き
ま
す
し
、
近
い
将
来
、
電

気
や
水
素
で
走
る
日
本
の
小

さ
な
デ
リ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

車
が
、「
究
極
の
エ
コ
カ
ー
」

と
し
て
世
界
を
走
り
回
る
日

が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

執
行
役
員
土
木
本
部
副
本
部

長
）
は
第
21
回
定
期
総
会
を

書
面
審
議
に
て
行
っ
た
。
審

議
内
容
は
２
０
２
１
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
、
２
０

２
２
年
度
事
業
計
画
案
・
収

支
予
算
案
で
、
９
月
30
日
に

承
認
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
は
運
営
、

技
術
、
広
報
委
員
会
の
開
催

の
ほ
か
、
名
古
屋
水
道
展
へ

の
出
展
（
ブ
ー
ス
番
号
95

番
）
を
予
定
し
て
い
る
。
名

古
屋
水
道
展
で
は
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
合
金
製
屋
根
工
法
の
パ

ネ
ル
展
示
、
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を

放
映
す
る
。
施
設
見
学
会
は

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
覆
蓋

の
施
工
現
場
と
し
て
、
川
崎

市
で
開
く
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
続

き
、
会
員
か
ら
年
会
費
は
徴

収
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋

根
工
法
協
会
（
会
長
＝
森
理

太
郎
・
三
井
住
友
建
設
常
務

強
靱
な
水
道
を
目
指
へ
情
報
共
有

講
演
会
で
行
政
動
向
や
地
震
教
訓

鋼
管
協

佐々木専務 丸山教授 名倉課長

３年ぶりの開催となった東京会場でのＷＳＰ
講演会

各工法を紹介した展示コーナー

「緊急時対応の手引き」を解説
ダク異形管
工　業　会 広報委員会主催の研修会開く

事業体の災害対応を確認した研修会

二宗係長

名
古
屋
水
道
展
で
も
Ｐ
Ｒ

書
面
総
会
で
事
業
計
画
を
承
認

ア
ル
ミ
屋
根

工

法

協

会

社会情勢に負けず着実に

ＦＪＩＳＳ 理事会で活動を報告

第13回理事会野村会長

中
部
地
域
に
お
け
る
ア
イ
ス
ピ
グ
管
内
洗
浄
工
法
の
展
開

中
部
地
域
に
お
け
る
ア
イ
ス
ピ
グ
管
内
洗
浄
工
法
の
展
開

環
境
に
も
管
に
も
や
さ
し
い
エ
コ
技
術

名
古
屋
市
の
配
水
管
で
性
能
確
認

　

ア
イ
ス
ピ
グ
管
内
洗
浄
工
法
は
、
英
国
の
ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
で
発
明
さ
れ
た
圧
力
管
路
を
洗
浄
す
る
特
許
工
法
。

国
内
で
は
、
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
が
、
特
殊
ア
イ
ス
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
製
造
機
（
１
号
機
）
を
英
国
か
ら
導
入
。
２
０

１
２
年
９
月
に
ア
イ
ス
ピ
グ
研
究
会
を
設
立
し
、
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
る
。
昨
年
６
月
に
は
、
新
た
に
ア
イ
ス
ピ

グ
九
州
地
域
協
会
を
加
え
た
７
地
域
協
会
で
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
体
制
が
確
立
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
施
工
件
数
は
３

１
１
件
、
洗
浄
延
長
は
１
７
０
㌔
を
超
え
、
着
々
と
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
研
究
会
の
設
立
当
初
か

ら
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
き
た
中
部
地
域
協
会
会
長
の
相
澤
宏
暢
氏
（
㈱
山
越
代
表
取
締
役
社
長
）
と
、

事
務
局
長
を
務
め
る
田
中
浩
二
氏
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

相
澤
会
長

田
中
事
務
局
長

アイスピグ中部地域協会

会　  長 相 澤 宏 暢 氏

事務局長 田 中 浩 二 氏

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

２０２２年（令和４年）１０月１３日（木曜日）


